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Ⅰ　はじめに
1　研究の目的
　「スタートカリキュラム」1）が教育課程に位置
づけられて久しいが，「教えない授業」や「非認
知能力」の重視が叫ばれている昨今，幼児教育そ
のものの重要性が再認識されている。「教えない
授業」については，鈴木有紀（2019）が小学 1 年
生児童を対象にした調査において，「『なぜ？』と
自らに問い，その根拠を作品の中に探そうと，細
やかな観察を進めていました。ほとんどの子ども
たちが，自分の見方や感じ方を，根拠を添えて説
明できるようになっていたのです」2）と，子ども
の主体的な活動や体験を軸として学びを構築する
ことが述べられていたり，山本崇雄（2019）が，

「生徒に一方的に知識を教えることはしません。
（中略）目標に向かって頑張る力，他の人とうま
く関わる力，感情をコントロールする力といった

テストでは測れない非認知能力も高まります」3）

と述べていたりと，幼児教育の遊びや生活から総
合的に学んでいく教育課程に通じていることが見
受けられる。さらに「非認知能力」は，山本も述
べているように，昨今の教育方法の到達すべき境
地であるといえる。ポール・タフ（2016）は「知
的な課題に粘り強く取り組み，苦労しながらやり
とげる経験は，生徒たちに深い影響を与える。幼
少期の温かいやりとりと同程度の深度で影響を与
える」4）と述べており，「非認知能力」の議論に
は幼少期の環境や学びが登場する。また，中山芳
一（2018）は，「外側から用意された特別（非日
常的）な体験だけでなく，すでに当事者として参
画している日常生活全体の中でも多くの体験を
して，それらを経験や学びへと変えているので
す」5）と述べており，前述のポール・タフも「『非
認知能力は子供をとりまく環境の産物である』と
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考えた方がより正確であり，有益でもある。これ
が子どもの乳幼児期に当てはまることには，有力
な科学的根拠（エビデンス）がある」6）と述べて
おり，幼少期の学びがいかに重要であるか物語っ
ている。つまり，「スタートカリキュラム」は，
それらのような幼児教育での遊びや生活から獲得
してきた様々な学びを基盤としつつ，小学校教育
に接続していく機能を有していると考える。しか
し，「スタートカリキュラム」が，位置づけられ
た当初，文部科学省が示した，「幼児期の教育と
小学校教育の接続について」（2010）のように，

「小一プロブレムの発生の主原因は家庭のしつけ
や児童の自己抑制に関するものである」7）と記さ
れていたり，田中正浩（2013）が「就学移行期は
子どもにとって新たな環境である学校に適応して
いく時期であり，この移行時期に子どもが不安を
覚えたり，ルールを身体化したりするのは教師が
考えているよりも難しい」8）と述べていたりと，
その議論の中心として「小一プロブレム」への対
応が表面化しており，子どもたちの環境への適応
に重点がおかれている事実は否めない。小学校教
育現場においては，文部科学省国立教育政策研究
所から示された「スタートカリキュラムスタート
ブック」（2015）には，「小学校に入学した子供
が，幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや
生活を通した学びと育ちを基礎として，主体的に
自己を発揮し，新しい学校生活を創り出していく
ためのカリキュラムです。つまり，ゼロからのス
タートではないのです」9）と明記されていたり，
先行研究や先進的に研修会を開催している自治体
においても「ゼロスタートではない」ことを強
調＊ 1 しているのにも関わらず，実際に子どもた
ちに「スタートカリキュラム」を実施している教
員たちにとっては必ずしもそう捉えられていない
ことが懸念される。筆者が研究協力を得た学校の
教員は当初，「スタートカリキュラムと言っても，
授業が時間で区切られていることとか，机に座っ
て勉強することとか，これまで教えてきたことと
大差ない」と，学習規律に関することや，「うち
の小学校では，2 月に体験入学をしていて昨年の
1 年生と体験しているので多少の免疫はあると思
います」と，小学校生活への慣れや交流に関する
ことを口にするものの，学びの継続や幼児教育を
基盤とした小学校での学びという側面が欠如して
いる印象を受けた。
　そこで本研究では，「スタートカリキュラム」
の本質的な意義を捉えた実践の必要性を提示する
と共に，具体的に本質的な意義を有した「スター

トカリキュラム」の提案をすることを目的とす
る。

2 　研究の方法
　以上のような問題意識から，本稿では平成元年
に新設された当時から，幼児教育との接続に取り
組んでいる生活科に着目し，その中でも幼児教育
の領域「環境」の内容として取り扱われている

「しゃぼん玉遊び」の接続カリキュラムの分析と
検討をおこなう。「しゃぼん玉遊び」に着目する
理由は，以下の三点からである。
　第一に，「しゃぼん玉遊び」は，子どもたちが
小学校入学前に必ず経験している遊びだからであ
る。詳細はⅡ－ 3 で記すが，ほぼ全員の子どもが
小学校入学前に幼稚園や保育園等，または家庭に
おいて経験しており，さらに子どもたちに肯定的
に捉えられている遊びである。円滑なカリキュラ
ムを検討する際に，小学校の学習としての捉えで
はなく原体験として幼児期に共通で経験している
遊びを挙げれば，幼児教育で獲得すべき学びと小
学校教育で獲得すべき学びを単純に検討できると
考えたからである。
　第二に，令和 2 年度発行の生活科教科書におい
て主要 7 社全社が「しゃぼん玉遊び」を何らかの
形で掲載しているためである。こちらも詳細はⅡ
－ 3 で記すが，生活科の教科書の場合，教科の特
質上，必ずしも教科書に掲載されている教材を取
り扱わなければならないわけではない一方で，取
り扱う内容に自由度が高いため，教材選びを教科
書に参考にしているのも事実である。発行されて
いる教科書すべてに「しゃぼん玉遊び」が掲載さ
れているということは，全国どこでも取り扱われ
ている可能性が高く，具体的なカリキュラムの検
討をする際に具体例として取り上げるにふさわし
いと考えたからである。
　第三に，「しゃぼん玉遊び」は，幼児教育と小
学校教育で学びの区別化を行いやすいためであ
る。仮に「しゃぼん玉遊び」の活動自体は全く同
じであったとしても，思考や気付きは小学校段
階での学びが添加できると考える。つまり，「ス
タートカリキュラム」において現在重要視されが
ちな学習環境は差異なく行うことができ，幼児教
育と小学校教育の資質・能力としての部分に着目
した検討が可能な教材であると考えたからであ
る。
　以上の理由から，本研究では，幼児教育と小学
校教育の双方で取り扱われている「しゃぼん玉遊
び」を教材とし，幼児教育を基盤とした小学校の
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学びや育む資質・能力に迫りたい。そのためにま
ずは，円滑な接続カリキュラムの本質を新設当時
から幼児教育と小学校教育の接続を重視している
生活科の先行研究により蓄積する。また，幼稚
園，保育園，小学校等，各々で調査資料を収集し
分析をおこなう。分析の方法は，教科等横断的な
視点や学年間の系統的な視点を，幼児教育と小学
校教育の視点に組み替えて，双方向的に意義深い
く円滑な接続カリキュラムを構築する。

Ⅱ　幼児教育と小学校教育の接続カリキュラム
1　幼児教育と小学校教育の接続
（1�）幼児教育と小学校教育で得られる資質・能
力を接続させる意義

　Ⅰで記してきたが，「教えない授業」や「非認
知能力」について議論する際に幼児教育や体験，
経験が度々登場する。前出の中山は「体験したこ
とによって，自分の中で気付きや発見があった
り，感情的な動きがあったりする過程で，この体
験がどんどん自分の中に入り込んでいきます。こ
うして体験が単なる体験に終わらず，その体験が
自分の中に内面化することを経験というわけで
す。（中略）すでに内面化されたほかの経験や外
部から取り入れた知識・情報などと関連付けて，
共通点や相違点を見出したりすることを『学び』
としています」10）と述べており，さらにそうす
ることで「そして多様な能力（認知・思考系・非
認知）を獲得・向上させる」11）とも述べており，

「学び」の構造を提示している。そもそも平成 29
年告示の学習指導要領では目指す学力が，資質・
能力ベース＊ 2 となり，今井むつみ（2016）が，

「子どもはもともと発見，想像を得意としている。
しかし，飽きっぽい。子どものうちに鍛えなけれ
ばならないのは，創造性よりもむしろ難しいこと
をすぐにあきらめず，同じことを繰り返すことに
飽きたりせず，粘り強くつづける力である。そ
の『粘り強さ』を育むのが遊びだ」12）や「子ど
もは，遊びを通じて，ことばを学ぶために必要な
世界の様々な様相を切り取り象徴化することを試
していると言ってもよい」13）と述べており，資
質・能力ベースの学力の獲得と遊びの間には深い
関りがあるといえる。また，中山が前述した「学
び」の構造提示のために，「自然いっぱいの場所
で川に入り，動植物と触れ合うなどの実際的な活
動は体験になります」14）と記しており自然体験
を例にあげている。自然体験からの学びは，現在
求められている学力に対し，具体的に提示しやす
いことが分かる。自然体験活動から知的な側面と

共に，情意的な側面の育成も求められている幼児
教育や生活科での学びの重要性を示し，その妥当
性を述べるためには自然体験活動は有効であると
考える。以上のように幼児教育での「遊びを中心
として，頭も心も体も動かして様々な対象と直接
かかわりながら，総合的に学んでいく」15）学び
は，小学校教育での資質・能力ベースの学力の獲
得との接続を考える上で重要視すべきであると考
える。

（2）接続期のカリキュラム
　具体的な幼児教育と小学校教育の接続のカリ
キュラムとして，「アプローチカリキュラム」と

「スタートカリキュラム」があげられる。
　「アプローチカリキュラム」とは，「就学前の幼
児が円滑に小学校の生活や学習へ適応できるよう
にするとともに，幼児期の学びが小学校の生活
や学習で生かされてつながるように工夫された 5
歳児のカリキュラム」16）と記されている。「アプ
ローチカリキュラム」が目指しているものは，幼
児教育と小学校教育の接続期を円滑にするカリ
キュラムであり，「適応」と「学びを生かす」こ
とがキーワードとしてあがってくることがうかが
える。
　一方，「スタートカリキュラム」は先述したよ
うに，「小学校に入学した子供が，幼稚園・保育
所・認定こども園などの遊びや生活を通した学び
と育ちを基礎として，主体的に自己を発揮し，新
しい学校生活を創り出していくためのカリキュラ
ム」と記されている。この「スタートカリキュラ
ム」の説明だけを見ると，幼児教育での「学びを
生かす」ことに重点が置かれているように解釈す
ることができる。しかし，具体的な内容として
は，スタートカリキュラムの柱の一つに「安心」
とあり，それは「幼児期に親しんだ活動を取り入
れたり，分かりやすく学びやすい環境づくりをし
たりすることで」17）と記されているように，「適
応」についても視野に入れられていることがうか
がえる。また，「こうした安心や楽しさは小学校
での生活の支えとなり，いわゆる小一プロブレム
等の予防や解決にもつながります」と記されてい
るように，「小一プロブレム」についての明示も
なされている。つまり，「スタートカリキュラム」
においても，その目的は「適応」と「学び」にあ
ることがうかがえる。
　「アプローチカリキュラム」と「スタートカリ
キュラム」を並べて見たときに，幼児教育と小学
校教育の接続期の中心に向かって「アプローチ
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カリキュラム」は，幼児教育側からのアプロー
チ，「スタートカリキュラム」は，小学校教育側
からのアプローチであると言え，その繋がりは円
滑でなめらかでなくてはならない。つまり，「ア
プローチカリキュラム」と「スタートカリキュラ
ム」の擦り合わせや歩み寄りの必要性がある。
　以上のように，幼児教育の際に行われる「アプ
ローチカリキュラム」や小学校教育で行われる

「スタートカリキュラム」を中心とした接続を意
識したカリキュラムを本稿では「接続カリキュラ
ム」とし，以後論考していく。

（3）接続カリキュラムと生活科
　幼児教育の領域「環境」で育みたい資質・能力
については，菅沼敬介（2019）「領域『環境』で
幼児期に育む資質・能力に関する研究」18）にお
いて一定の結論を得ているので，本稿においては
再度論考することはしないが，「幼児期の終わり
までに育って欲しい姿」の 10 項目 19）を念頭に置
きながら，遊び体験を通して「知性」と「感性」
を育むことが明らかとなった。
　生活科では，神永典郎（2018）で「生活科は，
その創設当初から幼児期から児童期にかけての学
びの違いを円滑に接続できるように取り組んでき
た」20）と述べられているように，平成元年の教
科新設の際から円滑な接続のために様々な研究が
なされてきた。例えば，藤井千恵子（1995）は

「小学校が幼稚園の園児を招いて遊ぶ活動を年間
指導計画に位置づけている学校がある。この活動
は，幼稚園と小学校との関連を図る一つの方法と
いえる。しかし，こうした子どもの交流を行うこ
とだけが幼稚園と小学校の関連を図る姿なのだろ
うか」21）と，交流活動に終始している実態を指
摘し，さらに「幼稚園の教師は，今この瞬間に幼
児が何を望み，何を考えているかをいち早く察知
し，相応しい環境をつくり出している。このよう
な教師の働きは，生活科にとっても大変重要であ
る」22）と，関連の本質を提案していたり，「5 歳
児ともなるとかなりの部分を自分たちの手で行
えるようになっている。（中略）しかし，小学校
に入学した当初は，6 年生のお世話係に遊んでも
らったり，掃除をしてもらったりと，これまで身
に着けてきた力を発揮することが少なくなってし
まう傾向がある。小学校の教師は幼稚園で積み
重ねたことが沢山あることに着目する必要があ
る」23）と，学びを生かすことを指摘していたり
している。藤井が述べていることから，新設当時
は，小学校教育現場では「交流」が一般的であっ

たことが垣間見えるが，その「交流」を指摘し，
生活科における幼児教育との接続で求めているの
は，環境つくりによる「適応」と「学び」の蓄積
であることがうかがい知れる。
　また，近年叫ばれている，幼児教育と小学校教
育の接続で求められているものについても，文部
科学省中央教育審議会から示された資料において
も，図 1 のように，「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」の 10 項目のうちほとんどが「ス
タートカリキュラム」を通じて，生活科の学習へ
と繋がっていることがうかがえる。
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繋がっていることがうかがうことができる。 

 
図１ スタートカリキュラムのイメージ 24） 

 
２ 接続カリキュラムにおける生活科の課題 

 これまで論考してきたように，接続カリキュラ
ムには「適応」の側⾯と「学び」の側⾯があると
いえる。幼稚園教育要領解説には，「幼稚園教育と
⼩学校教育の円滑な接続を図るため，⼩学校の教
師との意⾒交換や合同の研究会や研修会，保育参
観や授業参観などを通じて連携を図るようにす
ることが⼤切である」25）と記されていたり，⼩学
校学習指導要領平成 29 年告⽰解説⽣活編におい
ても「幼児期の教育から⼩学校教育への円滑な接
続の観点から幼稚園や保育所などとの連携や全
校的な協⼒体制を取れるようにすることが⼤切
である」26）と記されていたりと，円滑な接続をキ
ーワードとし，双⽅に歩み寄り，連携することの
重要性を説いている。しかし，⻄⼭薫（2002）は，

「現状以上の連携が必要であるとする教員は幼
保⼩とも 8 割と多いが,実際の連携に対する満⾜
度は 2 割に⽌まっている」27）と述べており，連携
に積極的な意識がある反⾯，実際には⼗分な連携
がおこなわれていないことが懸念される。また，
有嶋誠（2018）は，「昨年度の⼩学校への調査と今
年度の保育者への調査においては，円滑な接続の
ための⽅策として，園児と児童や教職員同⼠の
『交流』が中⼼であり，接続期のカリキュラム 
を作成するまでには⾄っていない」28）と述べてお
り，現在もなお，「交流」で満⾜している実状も垣
間⾒える。さらに有嶋は，「年⻑児に対するアプロ
ーチカリキュラムと⼩学校における⼊学当初か
らスタートカリキュラムの確⽴とその実践が⼩ 
1 プロブレムを含めた⼩学 1 年⽣の⼊学直後の不
適応状況を改善するものと期待している」29）と述
べており，接続カリキュラムが「適応」にのみ対
する事柄であると誤解されていることが懸念さ
れる。 
 令和２年発⾏の⽣活科教科書を⾒てみると，主
要 7 社全社において，「スタートカリキュラム」を
意識したページが上の教科書の巻頭に確保され
ている。各社のページ数は表１の通りである。 
 
表１ 「スタートカリキュラム」を意識した記載 

 
A：啓林館 30），B：教育出版 31），C：光村図書 32），
D：学校図書 33），E：⼤⽇本図書 34），F：東京書籍
35），G：⽇本⽂教出版 36） 

 
更に，A，D，E，F，G 社では，このページが

特別仕様になっており，ページが⼀回り⼩さかっ
たり，⾓が丸くなっていたりと，差別化を図って
特別視していることがうかがえる。E 社では，特
に⽬次の前になっており，「スタートカリキュラ
ム」→⽬次→⽣活科学習の順番で掲載されており，
「スタートカリキュラム」のページはあくまでも，
幼児教育での学びの振り返りや今後の学習の⾒
通しをもつことに重点を置いていることがうか

A B C D E F G

ページ数 17 6 10 9 7 11 17

図 1　スタートカリキュラムのイメージ 24）

2 　接続カリキュラムにおける生活科の課題
　これまで論考してきたように，接続カリキュラ
ムには「適応」の側面と「学び」の側面があると
いえる。幼稚園教育要領解説には，「幼稚園教育
と小学校教育の円滑な接続を図るため，小学校の
教師との意見交換や合同の研究会や研修会，保育
参観や授業参観などを通じて連携を図るようにす
ることが大切である」25）と記されていたり，小
学校学習指導要領平成 29 年告示解説生活編にお
いても「幼児期の教育から小学校教育への円滑な
接続の観点から幼稚園や保育所などとの連携や全
校的な協力体制を取れるようにすることが大切で
ある」26）と記されていたりと，円滑な接続をキー
ワードとし，双方に歩み寄り，連携することの重
要性を説いている。しかし，西山薫（2002）は，

「現状以上の連携が必要であるとする教員は幼保
小とも 8 割と多いが，実際の連携に対する満足度
は 2 割に止まっている」27）と述べており，連携
に積極的な意識がある反面，実際には十分な連携
がおこなわれていないことが懸念される。また，
有嶋誠（2018）は，「昨年度の小学校への調査と
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今年度の保育者への調査においては，円滑な接続
のための方策として，園児と児童や教職員同士
の『交流』が中心であり，接続期のカリキュラム
を作成するまでには至っていない」28）と述べて
おり，現在もなお，「交流」で満足している実状
も垣間見える。さらに有嶋は，「年長児に対する
アプローチカリキュラムと小学校における入学当
初からスタートカリキュラムの確立とその実践が
小 1 プロブレムを含めた小学 1 年生の入学直後
の不適応状況を改善するものと期待している」29）

と述べており，接続カリキュラムが「適応」にの
み対する事柄であると誤解されていることが懸念
される。
　令和 2 年発行の生活科教科書を見てみると，主
要 7 社全社において，「スタートカリキュラム」
を意識したページが「上」の教科書の巻頭に確保
されている。各社のページ数は表 1 の通りであ
る。

ている。藤井が述べていることから，新設当時は，
⼩学校教育現場では「交流」が⼀般的であったこ
とが垣間⾒えるが，その「交流」を指摘し，⽣活
科における幼児教育との接続で求めているのは，
環境つくりによる「適応」と「学び」の蓄積であ
ることがうかがい知れる。 
 また，近年叫ばれている，幼児教育と⼩学校教
育の接続で求められているものについても，⽂部
科学省中央教育審議会から⽰された資料におい
ても，図 1 のように，「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」の 10 項⽬のうちほとんどが「スタ
ートカリキュラム」を通じて，⽣活科の学習へと
繋がっていることがうかがうことができる。 

 
図１ スタートカリキュラムのイメージ 24） 

 
２ 接続カリキュラムにおける生活科の課題 

 これまで論考してきたように，接続カリキュラ
ムには「適応」の側⾯と「学び」の側⾯があると
いえる。幼稚園教育要領解説には，「幼稚園教育と
⼩学校教育の円滑な接続を図るため，⼩学校の教
師との意⾒交換や合同の研究会や研修会，保育参
観や授業参観などを通じて連携を図るようにす
ることが⼤切である」25）と記されていたり，⼩学
校学習指導要領平成 29 年告⽰解説⽣活編におい
ても「幼児期の教育から⼩学校教育への円滑な接
続の観点から幼稚園や保育所などとの連携や全
校的な協⼒体制を取れるようにすることが⼤切
である」26）と記されていたりと，円滑な接続をキ
ーワードとし，双⽅に歩み寄り，連携することの
重要性を説いている。しかし，⻄⼭薫（2002）は，

「現状以上の連携が必要であるとする教員は幼
保⼩とも 8 割と多いが,実際の連携に対する満⾜
度は 2 割に⽌まっている」27）と述べており，連携
に積極的な意識がある反⾯，実際には⼗分な連携
がおこなわれていないことが懸念される。また，
有嶋誠（2018）は，「昨年度の⼩学校への調査と今
年度の保育者への調査においては，円滑な接続の
ための⽅策として，園児と児童や教職員同⼠の
『交流』が中⼼であり，接続期のカリキュラム 
を作成するまでには⾄っていない」28）と述べてお
り，現在もなお，「交流」で満⾜している実状も垣
間⾒える。さらに有嶋は，「年⻑児に対するアプロ
ーチカリキュラムと⼩学校における⼊学当初か
らスタートカリキュラムの確⽴とその実践が⼩ 
1 プロブレムを含めた⼩学 1 年⽣の⼊学直後の不
適応状況を改善するものと期待している」29）と述
べており，接続カリキュラムが「適応」にのみ対
する事柄であると誤解されていることが懸念さ
れる。 
 令和２年発⾏の⽣活科教科書を⾒てみると，主
要 7 社全社において，「スタートカリキュラム」を
意識したページが上の教科書の巻頭に確保され
ている。各社のページ数は表１の通りである。 
 
表１ 「スタートカリキュラム」を意識した記載 

 
A：啓林館 30），B：教育出版 31），C：光村図書 32），
D：学校図書 33），E：⼤⽇本図書 34），F：東京書籍
35），G：⽇本⽂教出版 36） 

 
更に，A，D，E，F，G 社では，このページが

特別仕様になっており，ページが⼀回り⼩さかっ
たり，⾓が丸くなっていたりと，差別化を図って
特別視していることがうかがえる。E 社では，特
に⽬次の前になっており，「スタートカリキュラ
ム」→⽬次→⽣活科学習の順番で掲載されており，
「スタートカリキュラム」のページはあくまでも，
幼児教育での学びの振り返りや今後の学習の⾒
通しをもつことに重点を置いていることがうか

A B C D E F G

ページ数 17 6 10 9 7 11 17

表 1　「スタートカリキュラム」を意識した記載

A：啓林館 30），B：教育出版 31），C：光村図書 32），
D：学校図書 33），E：大日本図書 34），F：東京書
籍 35），G：日本文教出版 36）

　更に，A，D，E，F，G 社では，このページが
特別仕様になっており，ページが一回り小さかっ
たり，角が丸くなっていたりと，差別化が図られ
ており，特別視していることがうかがえる。E 社
では，特に目次の前になっており，「スタートカ
リキュラム」→目次→生活科学習の順番で掲載さ
れており，「スタートカリキュラム」のページは
あくまでも，幼児教育での学びの振り返りや今後
の学習の見通しをもつことに重点を置いているこ
とがうかがえる。一方で「スタートカリキュラ
ム」のページは，どの教科書会社も規律や小学校
の学習の紹介のような「適応」に対応しているこ
とがうかがえ，F 社に至っては，幼児教育で学び
や育ちの振り返りの要素にも乏しく，よって「学
び」発揮する要素は皆無である。つまり，教科書
をその通りに行うだけでは「スタートカリキュラ
ム」の意義の半分であることが指摘でき，教科書
を手引きのように使い，不十分な「スタートカリ
キュラム」で満足してしまっていることが懸念さ

れる。「スタートカリキュラム」の意義を正確に
捉え，生活科特異の学びへと幼児教育での学びを
昇華するためには，むしろその後に続く生活科の
学習において，幼児教育での学びを生かし小学校
教育での学習を付加していくことが，円滑な接続
カリキュラムにとって，有意義であると考える。

Ⅲ　接続カリキュラムに相応しい教材の調査
1 �　福岡県福津市保幼小合同研修会参加者への
質問紙調査

【調査目的】
　�幼稚園や保育所等の幼児教育機関において実施

される活動や遊びの中で，幼児教育と生活科の
接続カリキュラムに妥当な学習内容を調査する
ことを目的とする。

【調査対象】
　�福津市保幼小合同研修会参加の幼稚園教諭及び

保育所保育士 33 名

【調査時期】
　�令和元年 8 月 2 日

【調査方法】
　�質問紙調査（受付で資料と共に配布し，研修会

修了時に 10 分程度時間を頂き実施）

【調査内容】
　�公正で正確な資料採取のために，事前に調査目

的や調査内容は明記せずに，教諭や保育士達が
前年度及び本年度の活動を想起しながら回答を
お願いした。調査項目は，以下の通りである。

〇　園での日頃の活動の内容の活動頻度
〇　園で特色をもって重点的に行っている活動
〇　園での活動の小学校での学習への意識

【結果及び考察】
（1）園での日頃の活動の内容の活動頻度
　「園での日頃の活動の活動頻度について教えて
ください」に対して「よくする」「ときどきする」

「あまりしない」「全くしない」の 4 段階で回答頂
いた。結果は，図 2 の通りである。
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がえる。⼀⽅で「スタートカリキュラム」のペー
ジは，どの教科書会社も規律や⼩学校の学習の紹
介のような「適応」に対応していることがうかが
え，F 社に⾄っては，幼児教育で学びや育ちの振
り返りの要素にも乏しく，よって「学び」発揮す
る要素は皆無である。つまり，教科書をその通り
に⾏うだけでは「スタートカリキュラム」の意義
の半分であることが指摘でき，教科書を⼿引きの
ように使い，不⼗分な「スタートカリキュラム」
で満⾜してしまっていることが懸念される。「ス
タートカリキュラム」の意義を正確に捉え，⽣活
科特異の学びへと幼児教育での学びを昇華する
ためには，むしろその後に続く⽣活科の学習にお
いて，幼児教育での学びを⽣かし⼩学校教育での
学習を付加していくことが，円滑な接続カリキュ
ラムにとって，有意義であると考える。 

 
Ⅲ 接続カリキュラムに相応しい教材の調査 

１ 福岡県福津市保幼小合同研修会参加者への

質問紙調査 

【調査目的】幼稚園や保育所等の幼児教育機関に
おいて実施される活動や遊びの中で，幼児教育
と⽣活科の接続カリキュラムに妥当な学習内
容を調査することを⽬的とする。 

 
【調査対象】福津市保幼⼩合同研修会参加の幼稚

園教諭及び保育所保育⼠ 3３名 
 
【調査時期】令和元年８⽉２⽇ 
 
【調査方法】質問紙調査（受付で資料と共に配布

し，研修会修了時に 10 分程度時間を頂き実施） 
 
【調査内容】公正で正確な資料採取のために，事

前に調査⽬的や調査内容は明記せずに，教諭や
保育⼠達が前年度及び本年度の活動を想起し
ながら回答をお願いした。調査項⽬は，以下の
通りである。 

〇 園での⽇頃の活動の内容の活動頻度 
〇 園で特⾊をもって重点的に⾏っている活動 

〇 園での活動の⼩学校での学習への意識 
 
【結果及び考察】 

（１） 園での日頃の活動の内容の活動頻度 

 「園での⽇頃の活動の活動頻度について教えて
ください」に対して「よくする」「ときどきする」
「あまりしない」「全くしない」の４段階で回答
頂いた。結果は，図２の通りである。 

 

 
図２ 園での活動の活動頻度（単位・⼈） 

A：特別な先⽣と関わる活動 
B：家族を想起（似顔絵等）する活動 
C：園の周りのお散歩や探検等の活動 
D：園の周りの⼈と関わる活動 
E：電⾞やバスに乗る活動 
F：季節を感じる（七⼣，お⽉⾒，節分等）活動 
G：⾃然遊びや⾃然体験活動 
H：⾝の回りの物や⾃然を使ったおもちゃ作り 
I：花や野菜を育てる活動 
J：昆⾍や⼩動物を飼育する活動 
K：歌やお遊戯等の発表会 
L：園児の成⻑を⾃⾝が感じる活動 
＊活動は，⽣活科の９つの内容に準拠して提⽰している。 
 
 F：季節を感じる活動や G：⾃然遊びを 90％以
上の園で「よくする」と答えており，⽐較的⾼い
頻度で活動していることが分かる。季節や⾃然遊
びにより，季節感や感性を育むことを⽬指してい
ることがうかがえる。また，K：歌やお遊戯会等の
発表会についても 90％以上の園で「よくする」と
答えており，表現活動やリズム遊びを⽇常でおこ

図 2　園での活動の活動頻度（単位・人）

A：特別な先生と関わる活動
B：家族を想起（似顔絵等）する活動
C：園の周りのお散歩や探検等の活動
D：園の周りの人と関わる活動
E：電車やバスに乗る活動
F：季節を感じる（七夕，お月見，節分等）活動
G：自然遊びや自然体験活動
H：身の回りの物や自然を使ったおもちゃ作り
I：花や野菜を育てる活動
J：昆虫や小動物を飼育する活動
K：歌やお遊戯等の発表会
L：園児の成長を自身が感じる活動
＊活動は，生活科の９つの内容に準拠して提示している。

　F：季節を感じる活動や G：自然遊びを 90％以
上の園で「よくする」と答えており，比較的高い
頻度で活動していることが分かる。季節や自然遊
びにより，季節感や感性を育むことを目指してい
ることがうかがえる。また，K：歌やお遊戯会等
の発表会についても 90％以上の園で「よくする」
と答えており，表現活動やリズム遊びを日常でお
こなっていることがうかがえる。逆に「全くした
ことがない」との回答があった項目は，D：園の
周りの人と関わる活動の 10％弱の園と，E：電車
やバスに乗る活動の 30％弱の園である。C：園の
周りのお散歩や探検等の活動は比較的活動されて
いることより，人と関わる活動に発展したり，公
共物を使ったりをしていない園があることがうか
がえる。とは言うものの，生活科の内容に準拠し
て活動を精査したものの，幼児教育によってほと
んどの活動を扱っていることが分かる。子どもた
ちにとって，生活科で取り扱う内容は，その多く
が幼児教育において一度は経験していると言え

る。

（2）園の特色で重点的に行っている活動
　「園の活動で特に力を入れている活動がありま
したらお書きください」に対して，自由に記述し
て頂いた。記述を図 3 に示す。

なっていることがうかがえる。逆に「全くしたこ
とがない」との回答があった項⽬は，D：園の周
りの⼈と関わる活動の 10％弱の園と，E：電⾞や
バスに乗る活動の 30％弱の園である。C：園の周
りのお散歩や探検等の活動は⽐較的活動されて
いることより，⼈と関わる活動に発展したり，公
共物を使ったりをしていない園があることがう
かがえる。とは⾔うものの，⽣活科の内容に準拠
して活動を精査したものの，幼児教育によってほ
とんどの活動を扱っていることが分かる。⼦ども
たちにとって，⽣活科で取り扱う内容は，その多
くが幼児教育において１度は経験していると⾔
える。 
 
（２） 園の特色で重点的に行っている活動 

 「園の活動で特に⼒を⼊れている活動がありま
したらお書きください」に対して，⾃由に記述
して頂いた。記述を図３に⽰す。 

図３ 特に⼒を⼊れている活動⼀覧 
 
 幼児教育の思想である「モンテッソーリ教育」
を除き，主体的な体験活動，遊びを中⼼としてお
り，⼦どもの⽣活を豊かにすることを⽬指してい
ることがうかがえる。「モンテッソーリ教育」にお
いても，「⼦どもは⼀度に，⽬も，⽿も，⿐も，な
どと⾊々の知覚から同時に⼊ってくるものを，⼀
緒に受けとめていくことは難しい」37）と考えられ
たため，幼児の実態に即して，⼀つひとつの感覚
を取り出して集中させるという⽅法をとってい
る「モンテッソーリ教具」を活⽤している。「モン
テッソーリ教育」も，⽬指すところは「０歳から

６歳までの変容期における敏感期について，諸感
覚に訴えかけ感覚を豊かにしていく」38）ことであ
ることを考えると，⼈⼯物を教具としているか，
⾃然物を教具としているかに違いがあるものの，
「知性」と「感性」を幼児期に育む資質・能⼒と
定義していることを否定するものではないと考
える。「モンテッソーリ教育」を特⾊としてあげた
園においても，①の質問に対しては，F：季節を感
じる活動や G：⾃然遊びについても活動頻度は⾼
く「よくする」と回答していることからも，⾃然
体験や⾃然遊びを否定して，室内で⼈⼯的な教具
に乗じているわけではないことがうかがえる。 
 
（３） 園での活動の小学校での学習への意識 

 「園の活動は，⼩学校での学習を意識したもの
ですか」に対して「⼤いにしている」「ややしてい
る」「あまりしていない」「全くしていない」の４
段階で回答頂いた。結果は，表２の通りである。 
 

表２ ⼩学校の学習への意識（単位・⼈） 
⼤いにして
いる 

ややしてい
る 

あまりして
いない 

全くしてい
ない 

15 15 ３ ０ 
 
 「⼤いにしている」「ややしている」と⼩学校で
の学習に対して積極的に意識して活動をおこな
っている園が 90％強であることがわかる。この質
問紙調査⾃体を保幼⼩合同研修会でおこなった
ため，本データの偏りについては補完できていな
い。しかし，少なくとも研修会を通して幼児教育
と⼩学校教育の繋がりを意識することができた
と考える。また，「あまりしていない」と回答した
３つの園に関しても，⼩学校教育との接続に否定
的というよりも，①の調査結果を⾒ると，むしろ
幼児教育の場である以上，幼児教育での活動や遊
びでの学びを重視した上で，⼩学校教育に引っ張
られることなく活動をしていることが考えられ
る。 
 
２ 小学校入学前に経験した自然遊び調査 

・ ⾃然遊び 
・ ⾷育 
・ 運動遊び、各種スポーツ⼤会 
・ モンテッソーリ教育 
・ ⽇常⽣活の訓練（笑顔で挨拶等） 
・ クリスマス会 
・ 夏祭り 
・ 遊び（主体的な遊び） 

図 3　特に力を入れている活動一覧

　幼児教育の思想である「モンテッソーリ教育」
を除き，主体的な体験活動，遊びを中心としてお
り，子どもの生活を豊かにすることを目指してい
ることがうかがえる。「モンテッソーリ教育」に
ついても，「子どもは一度に，目も，耳も，鼻も，
などと色々の知覚から同時に入ってくるものを，
一緒に受けとめていくことは難しい」37）と考え
られたため，幼児の実態に即して，一つひとつの
感覚を取り出して集中させるという方法の「モン
テッソーリ教具」を活用している。つまり「モ
ンテッソーリ教育」も，目指すところは「0 歳か
ら 6 歳までの変容期における敏感期について，諸
感覚に訴えかけ感覚を豊かにしていく」38）こと
であることを考えると，人工物を教具としている
か，自然物を教具としているかに違いがあるもの
の，「知性」と「感性」を幼児期に育む資質・能
力と定義していることを否定するものではないと
考える。「モンテッソーリ教育」を特色としてあ
げた園においても，①の質問に対しては，F：季
節を感じる活動や G：自然遊びについても活動頻
度は高く「よくする」と回答していることから
も，自然体験や自然遊びを否定して，室内で人工
的な教具に乗じているわけではないことがうかが
える。

（3）園での活動の小学校での学習への意識
　「園の活動は，小学校での学習を意識したもの
ですか」に対して「大いにしている」「ややして
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いる」「あまりしていない」「全くしていない」の
4 段階で回答頂いた。結果は，表 2 の通りである。

なっていることがうかがえる。逆に「全くしたこ
とがない」との回答があった項⽬は，D：園の周
りの⼈と関わる活動の 10％弱の園と，E：電⾞や
バスに乗る活動の 30％弱の園である。C：園の周
りのお散歩や探検等の活動は⽐較的活動されて
いることより，⼈と関わる活動に発展したり，公
共物を使ったりをしていない園があることがう
かがえる。とは⾔うものの，⽣活科の内容に準拠
して活動を精査したものの，幼児教育によってほ
とんどの活動を扱っていることが分かる。⼦ども
たちにとって，⽣活科で取り扱う内容は，その多
くが幼児教育において１度は経験していると⾔
える。 
 
（２） 園の特色で重点的に行っている活動 

 「園の活動で特に⼒を⼊れている活動がありま
したらお書きください」に対して，⾃由に記述
して頂いた。記述を図３に⽰す。 

図３ 特に⼒を⼊れている活動⼀覧 
 
 幼児教育の思想である「モンテッソーリ教育」
を除き，主体的な体験活動，遊びを中⼼としてお
り，⼦どもの⽣活を豊かにすることを⽬指してい
ることがうかがえる。「モンテッソーリ教育」にお
いても，「⼦どもは⼀度に，⽬も，⽿も，⿐も，な
どと⾊々の知覚から同時に⼊ってくるものを，⼀
緒に受けとめていくことは難しい」37）と考えられ
たため，幼児の実態に即して，⼀つひとつの感覚
を取り出して集中させるという⽅法をとってい
る「モンテッソーリ教具」を活⽤している。「モン
テッソーリ教育」も，⽬指すところは「０歳から

６歳までの変容期における敏感期について，諸感
覚に訴えかけ感覚を豊かにしていく」38）ことであ
ることを考えると，⼈⼯物を教具としているか，
⾃然物を教具としているかに違いがあるものの，
「知性」と「感性」を幼児期に育む資質・能⼒と
定義していることを否定するものではないと考
える。「モンテッソーリ教育」を特⾊としてあげた
園においても，①の質問に対しては，F：季節を感
じる活動や G：⾃然遊びについても活動頻度は⾼
く「よくする」と回答していることからも，⾃然
体験や⾃然遊びを否定して，室内で⼈⼯的な教具
に乗じているわけではないことがうかがえる。 
 
（３） 園での活動の小学校での学習への意識 

 「園の活動は，⼩学校での学習を意識したもの
ですか」に対して「⼤いにしている」「ややしてい
る」「あまりしていない」「全くしていない」の４
段階で回答頂いた。結果は，表２の通りである。 
 

表２ ⼩学校の学習への意識（単位・⼈） 
⼤いにして
いる 

ややしてい
る 

あまりして
いない 

全くしてい
ない 

15 15 ３ ０ 
 
 「⼤いにしている」「ややしている」と⼩学校で
の学習に対して積極的に意識して活動をおこな
っている園が 90％強であることがわかる。この質
問紙調査⾃体を保幼⼩合同研修会でおこなった
ため，本データの偏りについては補完できていな
い。しかし，少なくとも研修会を通して幼児教育
と⼩学校教育の繋がりを意識することができた
と考える。また，「あまりしていない」と回答した
３つの園に関しても，⼩学校教育との接続に否定
的というよりも，①の調査結果を⾒ると，むしろ
幼児教育の場である以上，幼児教育での活動や遊
びでの学びを重視した上で，⼩学校教育に引っ張
られることなく活動をしていることが考えられ
る。 
 
２ 小学校入学前に経験した自然遊び調査 

・ ⾃然遊び 
・ ⾷育 
・ 運動遊び、各種スポーツ⼤会 
・ モンテッソーリ教育 
・ ⽇常⽣活の訓練（笑顔で挨拶等） 
・ クリスマス会 
・ 夏祭り 
・ 遊び（主体的な遊び） 

表 2　小学校の学習への意識（単位・人）

　「大いにしている」「ややしている」と小学校で
の学習に対して積極的に意識して活動をおこなっ
ている園が 90％強であることがわかる。この質
問紙調査自体を保幼小合同研修会でおこなったた
め，本データの偏りについては補完できていな
い。しかし，少なくとも研修会を通して幼児教育
と小学校教育の繋がりを意識することができた
と考える。また，「あまりしていない」と回答し
た 3 つの園に関しても，小学校教育との接続に否
定的というよりも，①の調査結果を見ると，むし
ろ幼児教育の場である以上，幼児教育での活動や
遊びでの学びを重視した上で，小学校教育に引っ
張られることなく活動をしていることが考えられ
る。

2 　小学校入学前に経験した自然遊び調査
【調査目的】
　�幼児期の段階で，経験したことのある自然遊び

を調査し，接続カリキュラムに適した教材を検
討することを目的とする。

【�調査対象】
　福岡県内の小学校　　1 年生 123 名
　内訳：北九州市立Ａ小学校　1 年生 34 名
　　　　川崎町立Ｂ小学校　　1 年生 29 名
　　　　宗像市立Ｃ小学校　　1 年生 28 名
　　　　福岡市立Ｄ小学校　　1 年生 32 名

【調査時期】
　令和元年 7 月～令和 2 年 9 月

【調査方法】
　�調査には，質問紙を用いた。小学 1 年生を対象

とした調査のため，調査者が 1 問 1 問説明しな
がら回答を促した。

【調査内容】
　調査項目は，以下の通りである。
〇　やったことのある自然遊びは何か

〇　どのような，しゃぼん玉遊びをおこなったか

【結果及び考察】
（1）やったことのある自然遊びは何か
　「つぎに　ていじする　しぜんあそびの　中で，
やったことがあるか　ないかを　こたえなさい」
と提示した 5 つの自然遊びに対して経験したこと
のある自然遊びに「〇」で回答を求めた。結果
は，表 3 の通りである。

【調査目的】幼児期の段階で，経験したことのあ
る⾃然遊びを調査することで， 

 
【調査対象】福岡県内の⼩学校  １年⽣ 123 名

内訳：北九州市⽴ A ⼩学校 １年⽣ 34 名 
      川崎町⽴ B ⼩学校  １年⽣ 29 名 
      宗像市⽴ C ⼩学校  １年⽣ 28 名 
      福岡市⽴ D ⼩学校  １年⽣ 32 名 
 
【調査時期】令和元年７⽉〜令和２年９⽉ 
 
【調査方法】調査には，質問紙を⽤いた。⼩学１

年⽣を対象そした調査のため，調査者が１問１
問説明しながら回答を促した。 

 
【調査内容】調査項⽬は，以下の通りである。 
〇 やったことのある⾃然遊びは何か 
〇 どのような，しゃぼん⽟遊びをおこなったか 
 
【結果及び考察】 

（１） やったことのある自然遊びは何か 

 「つぎに ていじする しぜんあそびの 中で，
やったことがあるか ないかを こたえなさい」
と提⽰した５つの⾃然遊びに対して経験したこ
とのある⾃然遊びに「〇」で回答を求めた。結果
は，表３の通りである。 
 
表３ やったことのある⾃然遊び（単位・⼈） 

 
 
 「しゃぼんだまあそび」については，123 ⼈中
118 ⼈が経験ありと回答した。⽐較的安価で活動
がしやすい「しゃぼん⽟遊び」は，幼児教育機関
だけでなく，家族と活動したり，地域のサークル
（⼦育て⽀援サークル）等でも活動したりしてい
るようである。幼児教育機関では，「夏の⽔遊び」
の⼀環として，「しゃぼん⽟遊び」や「どろんこ遊

び」を活動しているようである。⼩学校⼊学前の
経験を活かし，新しい学びを添加するという，円
滑な接続カリキュラムを具体化する⾃然遊びの
教材としては，経験ありの⼦どもが多い「しゃぼ
ん⽟遊び」は相応しいと考える。 
 
（２） どのような，しゃぼん玉遊びをおこなっ

たか 

 「『しゃぼんだまあそび』のときに，じぶんで 
えきを つくったことは ありますか」と「『しゃ
ぼんだまあそび』のときに， うっているどうぐ
（実物を提⽰）いがいで，しゃぼんだまを つく
ったことは ありますか」に対して，ある場合「〇」
で回答を求めた。結果は，表４の通りである。 
 
表４ 「しゃぼん⽟遊び」の⽅法（単位・⼈） 

 
 
 市販されているしゃぼん⽟液や道具以外で「し
ゃぼん⽟遊び」をおこなったと回答したのは，
20％に満たないことがわかった。ただ，幼児教育
機関での「しゃぼん⽟遊び」を参観すると，様々
な道具を活⽤して「しゃぼん⽟遊び」を展開して
いることが散⾒されることより，回答欄が空⽩の
⼦どもであっても，必ずしも経験がないとは⾔い
切れない。しかし，少なからず印象的な活動とし
て⼦どもから表出されることが少ないことは事
実であるので，幼児教育での「しゃぼん⽟遊び」
の経験を⼗分に想起させる必要がある。また，幼
児であっても，「しゃぼん⽟遊び」をおこなえば，
「たくさんのしゃぼん⽟が出せた」や「⼤きなし
ゃぼん⽟がつくりたい」などの思いや願いが表れ
てくることが予想される。市販されている道具と
しゃぼん⽟液を使っても，同様であるからこそ
「しゃぼん⽟遊び」の経験⾃体はを記憶している
ものと考える。 
 ①，②の結果から，「しゃぼん⽟遊び」は経験が
共通し，学びの発展性もあることから，円滑な接
続カリキュラムの教材として相応しいと考える。 

経験あり
はなや　はっぱを　つかったあそび 98
しゃぼんだまあそび 118
まつぼっくりや　どんぐりを　つかったあそび 81
しょくぶつを　そだてる 64
どうぶつや　むしを　そだてる 83

経験あり
えきを　じぶんで　つくったか 13
うっているどうぐ　いがいで　つくったか　 23

表 3　やったことのある自然遊び（単位・人）

　「しゃぼんだまあそび」については，123 人中
118 人が経験ありと回答した。比較的安価で活動
がしやすい「しゃぼん玉遊び」は，幼児教育機関
だけでなく，家族と活動したり，地域のサークル

（子育て支援サークル）等でも活動したりしてい
るようである。幼児教育機関では，「夏の水遊び」
の一環として，「しゃぼん玉遊び」や「どろんこ
遊び」を活動しているようである。小学校入学前
の経験を活かし，新しい学びを添加するという，
円滑な接続カリキュラムを具体化する自然遊びの
教材としては，経験ありの子どもが多い「しゃぼ
ん玉遊び」は相応しいと考える。

（2）どのような，しゃぼん玉遊びをおこなったか
　「『しゃぼんだまあそび』のときに，じぶんで　
えきを　つくったことは　ありますか」と「『しゃ
ぼんだまあそび』のときに，　うっているどう
ぐ（実物を提示）いがいで，しゃぼんだまを　つ
くったことは　ありますか」に対して，ある場合

「〇」で回答を求めた。結果は，表 4 の通りであ
る。

【調査目的】幼児期の段階で，経験したことのあ
る⾃然遊びを調査することで， 

 
【調査対象】福岡県内の⼩学校  １年⽣ 123 名

内訳：北九州市⽴ A ⼩学校 １年⽣ 34 名 
      川崎町⽴ B ⼩学校  １年⽣ 29 名 
      宗像市⽴ C ⼩学校  １年⽣ 28 名 
      福岡市⽴ D ⼩学校  １年⽣ 32 名 
 
【調査時期】令和元年７⽉〜令和２年９⽉ 
 
【調査方法】調査には，質問紙を⽤いた。⼩学１

年⽣を対象そした調査のため，調査者が１問１
問説明しながら回答を促した。 

 
【調査内容】調査項⽬は，以下の通りである。 
〇 やったことのある⾃然遊びは何か 
〇 どのような，しゃぼん⽟遊びをおこなったか 
 
【結果及び考察】 

（１） やったことのある自然遊びは何か 

 「つぎに ていじする しぜんあそびの 中で，
やったことがあるか ないかを こたえなさい」
と提⽰した５つの⾃然遊びに対して経験したこ
とのある⾃然遊びに「〇」で回答を求めた。結果
は，表３の通りである。 
 
表３ やったことのある⾃然遊び（単位・⼈） 

 
 
 「しゃぼんだまあそび」については，123 ⼈中
118 ⼈が経験ありと回答した。⽐較的安価で活動
がしやすい「しゃぼん⽟遊び」は，幼児教育機関
だけでなく，家族と活動したり，地域のサークル
（⼦育て⽀援サークル）等でも活動したりしてい
るようである。幼児教育機関では，「夏の⽔遊び」
の⼀環として，「しゃぼん⽟遊び」や「どろんこ遊

び」を活動しているようである。⼩学校⼊学前の
経験を活かし，新しい学びを添加するという，円
滑な接続カリキュラムを具体化する⾃然遊びの
教材としては，経験ありの⼦どもが多い「しゃぼ
ん⽟遊び」は相応しいと考える。 
 
（２） どのような，しゃぼん玉遊びをおこなっ

たか 

 「『しゃぼんだまあそび』のときに，じぶんで 
えきを つくったことは ありますか」と「『しゃ
ぼんだまあそび』のときに， うっているどうぐ
（実物を提⽰）いがいで，しゃぼんだまを つく
ったことは ありますか」に対して，ある場合「〇」
で回答を求めた。結果は，表４の通りである。 
 
表４ 「しゃぼん⽟遊び」の⽅法（単位・⼈） 

 
 
 市販されているしゃぼん⽟液や道具以外で「し
ゃぼん⽟遊び」をおこなったと回答したのは，
20％に満たないことがわかった。ただ，幼児教育
機関での「しゃぼん⽟遊び」を参観すると，様々
な道具を活⽤して「しゃぼん⽟遊び」を展開して
いることが散⾒されることより，回答欄が空⽩の
⼦どもであっても，必ずしも経験がないとは⾔い
切れない。しかし，少なからず印象的な活動とし
て⼦どもから表出されることが少ないことは事
実であるので，幼児教育での「しゃぼん⽟遊び」
の経験を⼗分に想起させる必要がある。また，幼
児であっても，「しゃぼん⽟遊び」をおこなえば，
「たくさんのしゃぼん⽟が出せた」や「⼤きなし
ゃぼん⽟がつくりたい」などの思いや願いが表れ
てくることが予想される。市販されている道具と
しゃぼん⽟液を使っても，同様であるからこそ
「しゃぼん⽟遊び」の経験⾃体はを記憶している
ものと考える。 
 ①，②の結果から，「しゃぼん⽟遊び」は経験が
共通し，学びの発展性もあることから，円滑な接
続カリキュラムの教材として相応しいと考える。 

経験あり
はなや　はっぱを　つかったあそび 98
しゃぼんだまあそび 118
まつぼっくりや　どんぐりを　つかったあそび 81
しょくぶつを　そだてる 64
どうぶつや　むしを　そだてる 83

経験あり
えきを　じぶんで　つくったか 13
うっているどうぐ　いがいで　つくったか　 23

表 4　「しゃぼん玉遊び」の方法（単位・人）

　市販されているしゃぼん玉液や道具以外で
「しゃぼん玉遊び」をおこなったと回答したのは，
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20％に満たないことがわかった。ただ，幼児教育
機関での「しゃぼん玉遊び」を参観すると，様々
な道具を活用して「しゃぼん玉遊び」を展開して
いることが散見されることより，回答欄が空白の
子どもであっても，必ずしも経験がないとは言い
切れない。しかし，少なからず印象的な活動とし
て子どもから表出されることが少ないことは事実
であるので，幼児教育での「しゃぼん玉遊び」の
経験を十分に想起させる必要がある。また，幼児
であっても，「しゃぼん玉遊び」をおこなえば，

「たくさんのしゃぼん玉が出せた」や「大きな
しゃぼん玉がつくりたい」などの思いや願いが表
れてくることが予想される。市販されている道具
としゃぼん玉液を使っても，同様であるからこそ

「しゃぼん玉遊び」の経験自体はを記憶している
ものと考える。
　①，②の結果から，「しゃぼん玉遊び」は経験
が共通し，学びの発展性もあることから，円滑な
接続カリキュラムの教材として相応しいと考え
る。

3 　生活科教科書での「しゃぼん玉遊び」調査
　小学校生活科の教科書では，「しゃぼん玉遊び」
は，どのようにして取り上げられているのか，ま
た「しゃぼん玉遊び」の変遷について教科書会社
7 社を比較した。7 社の記号は，Ⅱ－ 2 で示した
ものと同じとする。（A：啓林館，B：教育出版 ，
C：光村図書，D：学校図書，E：大日本図書，F 
：東京書籍，G：日本文教出版社）
　「しゃぼん玉遊び」を中心教材として扱ってい
る場合は◎，中心としては扱われていないが記載
ある場合は〇，記載がない場合は×として表 5 に
示した。（過去の教科書を入手できなかった年度
については，斜線とする）

 
３ 生活科教科書での「しゃぼん玉遊び」調査 

 ⼩学校⽣活科の教科書では，「しゃぼん⽟遊び」
は，どのようにして取り上げられているのか，ま
た「しゃぼん⽟遊び」の変遷について教科書会社 
7 社を⽐較した。７社の記号は，Ⅱ−２で⽰した
ものと同じとする。（A：啓林館，B：教育出版 ，
C：光村図書，D：学校図書，E：⼤⽇本図書，F ：
東京書籍，G：⽇本⽂教出版社） 
 「しゃぼん⽟遊び」を中⼼教材として扱って
いる場合は◎，中⼼としては扱われていないが
記載ある場合は〇，記載がない場合は×として
表５に⽰した。(過去の教科書を⼊⼿できなかっ
た年度については，斜線とする) 
 

表５ 「しゃぼん⽟遊び」の記載の有無 

 
 
 表５より，全 7 社のうち A 社のみは平成 8 年
の教科書改訂の頃から「しゃぼん⽟遊び」につい
ての記載が⾒られ，令和 2 年になり記載が多くな
っていることが分かった。他の教科書会社におい
ては，平成 14 年以前に「しゃぼん⽟遊び」につい
ての記載がされている教科書会社は少なく，以降
平成 17 年以降徐々に記載され，平成 26 年には
どの教科書会社にも「しゃぼん⽟遊び」について
の記載が⾒られるようになった。 

また，各教科書会社において「しゃぼん⽟遊び」
についての記載が初めて出てきた年度と令和 2 年
度の教科書を⽐較し，写真，イラスト，⼦どもの
絵⽇記，⽂字での記述の有無を⽐較し，表６に⽰
した。 

 

表６ 各社に「しゃぼん⽟遊び」が初めて記載さ
れた年度と令和２年度との⽐較 

 
 

表６より，初めて出てきた年度の記載内容と令
和 2 年度の教科書の記載内容を⽐較すると，初め 
は写真のみであった教科書会社も多いが，令和 2
年度の教科書では写真のみではなく，イラストや
⼦どもの観察⽇記なども多く⾒られるようにな
った。 
 教科書調査の結果から，「しゃぼん⽟遊び」は，
⽣活科の活動として近年充実した取り扱いにな
っており，円滑な接続カリキュラムの教材として
相応しいと考える。 
 
Ⅳ 「しゃぼん玉遊び」を教材とした円滑な接続

カリキュラムの提案 

１ 領域「環境」から考える「しゃぼん玉遊び」 

 幼稚園教育要領解説には，「季節感を取り⼊れ
た幼稚園⽣活を送り体験すること」39）と記されて
おり，「しゃぼん⽟遊び」は，夏の遊びとして取り
上げられ季節の変化を感じることが出来ると考
える。更に幼児期においては「⾝近にある物や遊
具，⽤具などを使って試したり，考えたり，作っ
たりしながら，探求していく態度を育てることが
⼤切である」40）と記されており，「しゃぼん⽟遊
び」を⾏う際に⾝近な道具を使い，試したり，考
えたりする遊びは幼児教育において有効である
と考える。但し，ここで注意したいのは，幼児教
育にとって，最も優先されることは「遊び」であ
ることである。前出の今井が，キャシー・ハーシ
ュパセクとロバータ・ゴリンコフの提唱する「遊

H4 H8 H12 H14 H17 H22 H26 R2

A × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

B × × × × 〇 〇 〇 〇

C × × × × 〇 〇 〇

D × × × × × 〇 〇

E × × × × × 〇 ◎ ◎

F × × 〇 × × 〇 〇 〇

G × × × 〇 〇 〇 〇

H8 R2 H17 R2 H22 R2 H26 R2
写真 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ｲﾗｽﾄ 〇 〇 〇 × × 〇 × ×
日記 × 〇 〇 × × × × ×
文字 × 〇 × × 〇 〇 × 〇

H12 R2 H22 R2 H17 R2
写真 × 〇 〇 × 〇 〇
ｲﾗｽﾄ 〇 〇 〇 〇 × ×
日記 × 〇 〇 × × 〇
文字 × 〇 〇 〇 × ×

A B C D

E F G

表 5　「しゃぼん玉遊び」の記載の有無

　表 5 より，全 7 社のうち A 社のみは平成 8 年
の教科書改訂の頃から「しゃぼん玉遊び」につい
ての記載が見られ，令和 2 年になり記載が多く
なっていることが分かった。他の教科書会社にお
いては，平成 14 年以前に「しゃぼん玉遊び」に
ついての記載がされている教科書会社は少なく，
以降平成 17 年以降徐々に記載され，平成 26 年
にはどの教科書会社にも「しゃぼん玉遊び」につ
いての記載が見られるようになった。
　また，各教科書会社において「しゃぼん玉遊
び」についての記載が初めて出てきた年度と令和
2 年度の教科書を比較し，写真，イラスト，子ど
もの絵日記，文字での記述の有無を比較し，表 6
に示した。

 
３ 生活科教科書での「しゃぼん玉遊び」調査 

 ⼩学校⽣活科の教科書では，「しゃぼん⽟遊び」
は，どのようにして取り上げられているのか，ま
た「しゃぼん⽟遊び」の変遷について教科書会社 
7 社を⽐較した。７社の記号は，Ⅱ−２で⽰した
ものと同じとする。（A：啓林館，B：教育出版 ，
C：光村図書，D：学校図書，E：⼤⽇本図書，F ：
東京書籍，G：⽇本⽂教出版社） 
 「しゃぼん⽟遊び」を中⼼教材として扱って
いる場合は◎，中⼼としては扱われていないが
記載ある場合は〇，記載がない場合は×として
表５に⽰した。(過去の教科書を⼊⼿できなかっ
た年度については，斜線とする) 
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 表５より，全 7 社のうち A 社のみは平成 8 年
の教科書改訂の頃から「しゃぼん⽟遊び」につい
ての記載が⾒られ，令和 2 年になり記載が多くな
っていることが分かった。他の教科書会社におい
ては，平成 14 年以前に「しゃぼん⽟遊び」につい
ての記載がされている教科書会社は少なく，以降
平成 17 年以降徐々に記載され，平成 26 年には
どの教科書会社にも「しゃぼん⽟遊び」について
の記載が⾒られるようになった。 

また，各教科書会社において「しゃぼん⽟遊び」
についての記載が初めて出てきた年度と令和 2 年
度の教科書を⽐較し，写真，イラスト，⼦どもの
絵⽇記，⽂字での記述の有無を⽐較し，表６に⽰
した。 

 

表６ 各社に「しゃぼん⽟遊び」が初めて記載さ
れた年度と令和２年度との⽐較 

 
 

表６より，初めて出てきた年度の記載内容と令
和 2 年度の教科書の記載内容を⽐較すると，初め 
は写真のみであった教科書会社も多いが，令和 2
年度の教科書では写真のみではなく，イラストや
⼦どもの観察⽇記なども多く⾒られるようにな
った。 
 教科書調査の結果から，「しゃぼん⽟遊び」は，
⽣活科の活動として近年充実した取り扱いにな
っており，円滑な接続カリキュラムの教材として
相応しいと考える。 
 
Ⅳ 「しゃぼん玉遊び」を教材とした円滑な接続

カリキュラムの提案 

１ 領域「環境」から考える「しゃぼん玉遊び」 

 幼稚園教育要領解説には，「季節感を取り⼊れ
た幼稚園⽣活を送り体験すること」39）と記されて
おり，「しゃぼん⽟遊び」は，夏の遊びとして取り
上げられ季節の変化を感じることが出来ると考
える。更に幼児期においては「⾝近にある物や遊
具，⽤具などを使って試したり，考えたり，作っ
たりしながら，探求していく態度を育てることが
⼤切である」40）と記されており，「しゃぼん⽟遊
び」を⾏う際に⾝近な道具を使い，試したり，考
えたりする遊びは幼児教育において有効である
と考える。但し，ここで注意したいのは，幼児教
育にとって，最も優先されることは「遊び」であ
ることである。前出の今井が，キャシー・ハーシ
ュパセクとロバータ・ゴリンコフの提唱する「遊

H4 H8 H12 H14 H17 H22 H26 R2

A × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

B × × × × 〇 〇 〇 〇

C × × × × 〇 〇 〇

D × × × × × 〇 〇

E × × × × × 〇 ◎ ◎

F × × 〇 × × 〇 〇 〇

G × × × 〇 〇 〇 〇

H8 R2 H17 R2 H22 R2 H26 R2
写真 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ｲﾗｽﾄ 〇 〇 〇 × × 〇 × ×
日記 × 〇 〇 × × × × ×
文字 × 〇 × × 〇 〇 × 〇

H12 R2 H22 R2 H17 R2
写真 × 〇 〇 × 〇 〇
ｲﾗｽﾄ 〇 〇 〇 〇 × ×
日記 × 〇 〇 × × 〇
文字 × 〇 〇 〇 × ×

A B C D

E F G

表 6�　各社に「しゃぼん玉遊び」が初めて記載された
年度と令和２年度との比較

　表 6 より，初めて出てきた年度の記載内容と令
和 2 年度の教科書の記載内容を比較すると，初め
は写真のみであった教科書会社も多いが，令和 2
年度の教科書では写真のみではなく，イラストや
子どもの観察日記なども多く見られるようになっ
た。
　教科書調査の結果から，「しゃぼん玉遊び」は，
生活科の活動として近年充実した取り扱いになっ
ており，円滑な接続カリキュラムの教材として相
応しいと考える。

Ⅳ�　「しゃぼん玉遊び」を教材とした円滑な接続
カリキュラムの提案
1　領域「環境」から考える「しゃぼん玉遊び」
　幼稚園教育要領解説には，「季節感を取り入れ
た幼稚園生活を送り体験すること」39）と記され
ており，「しゃぼん玉遊び」は，夏の遊びとして
取り上げられ季節の変化を感じることが出来ると
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考える。更に幼児期においては「身近にある物
や遊具，用具などを使って試したり，考えたり，
作ったりしながら，探求していく態度を育てるこ
とが大切である」40）と記されており，「しゃぼん
玉遊び」を行う際に身近な道具を使い，試した
り，考えたりする遊びは幼児教育において有効で
あると考える。但し，ここで注意したいのは，幼
児教育にとって，最も優先されることは「遊び」
であることである。前出の今井が，キャシー・
ハーシュパセクとロバータ・ゴリンコフの提唱す
る「遊びの五原則」41）を提示し「以上の五原則
を子どもの側で満たしていたら，それは『遊び』
だと言ってよいだろう。しかし，塾や親は『遊
び』と考えていても，子どもが『させられてい
る』とか『これはお勉強』と思い，単に受動的に
指示されたことをしていると感じていたなら，そ
れは『遊び』ではなくなってしまうのである」42）

と述べており，あくまでも幼児教育の領域「環
境」で考える「しゃぼん玉遊び」は，子どもが主
体的な活動であり，「遊び」でなければならない
と考える。

2 　教科「生活科」から考える「しゃぼん玉遊び」
　神永が「児童期（小学校）の教育は，各教科の
目標や内容に沿って選定された教材によって，目
標への到達を重視した指導を行っていくところ
にその特色がある」43）と述べているように，ま
ず「生活科」が教科であることは忘れてはなら
ない事実である。しかし，一方で生活科につい
て「幼児期に培ってきた自立への基礎の上に立っ
て，より豊かな生活をつくっていこうとする学ぶ
意欲を大切にし成長につなげていくことが求めら
れている」44）とも述べられているように，「各教
科の目標や内容」は非常に幼児教育と関係深いの
も「生活科」の特徴であるといえる。また，須本
良夫（2018）が「子どもたちが，砂場で自由に遊
ぶ。生活科だけが遊べる教科と言いながら，それ
は本来の遊びではない。時間，決まりのなどの制
約が，絶えずついて回る。それでも『自由に遊び
ましょう』というときになったとき，児童は子ど
も本来の姿を出して遊び始める」45）と述べてい
る。本来の「遊び」は，前述した今井が述べてい
るようなものであろう。しかし，「生活科」が教
科である以上，「遊び」にも様々な制約が出てく
る。そのような中，「生活科」での「遊び」像を
イメージし，確立していくことが，すなわち幼児
教育での「遊び」との差異であり，「生活科」で
の学びと言えるのであると考える。つまり，生活

科での「しゃぼん玉遊び」は，幼児教育での「遊
び」から，子ども主体的な「学び」抽出したり，
付加したりすることで，発展した「遊び」である
と言える。
　そうしたとき，小学校学習指導要領（平成 29
年告示）解説生活編内容（6）において「身近な
自然を使ったり，身近にあるものを使ったりする
などして遊ぶ活動を通して，遊びや遊びに使う物
を工夫する」46）と示されており，「しゃぼん玉遊
び」を行う際には身近な物や道具の工夫を行う活
動が想定される。また，「内容（6）においては幼
児期の教育における経験を生かした活動とその発
展が想定される」47）と示されており，幼児期に
誰もが経験したことのあるしゃぼん玉遊びは遊び
として発展させ学びに繋げるためには有効である
と考えられる。

3 �　「しゃぼん玉遊び」を教材とした円滑な接続
カリキュラムの提案

　ここまで，「しゃぼん玉遊び」に着目して，幼
児教育での領域「環境」からと，小学校教育「生
活科」でみる在り方を論考してきたが，Ⅳ－ 3 で
は，これまでの論を元にして，具体的な接続カリ
キュラムについて提案していく。

（1�）幼児教育での「しゃぼん玉遊び」を想起す
る導入

　円滑な接続カリキュラムを提示する際に，ま
ず，「幼稚園・保育所・認定こども園などの遊び
や生活を通した学びと育ちを基礎として」とある
ように，幼児教育での経験を十分に生かした学習
となるべきである。本稿で「しゃぼん玉遊び」を
例としてあげたのも，多くの子どもたちが幼児期
に原体験としての経験を済ませていることにあ
る。さらに，楽しい「遊び」として，幼児教育で
捉えられた活動としているならば，「学習」に転
換する「生活科」においても，その経験を想起す
ることは，必要不可欠となる。
　具体的には，例えば，単元の導入として市販の
しゃぼん液と道具で十分に遊ぶ活動を取り入れる
ことを考える。幼児教育での「遊び」での「しゃ
ぼん玉遊び」でさえも，「大きく膨らませたい」
や「たくさん作りたい」等，学びにつながる思い
や願いをもつことが考えられるため，小学校教育
では，その思いや願いを抽出し「自覚化」するこ
とをしたい。さらに，市販のしゃぼん液に少しだ
け水を加え，しゃぼん玉ができにくいしゃぼん液
を仕掛けとして提示するのも，思いや願いを膨ら



62 菅　沼　敬　介

ませると考える。

（2�）「しゃぼん玉遊び」への思いや願いをもつ体
験活動

　幼児教育での「しゃぼん玉遊び」を想起し，小
学校での「しゃぼん玉遊び」へと円滑に進むため
には，次に思いや願いをもつ必要がある。つまり
幼児教育で活動の中から必然的に表れる「直観
的」な思いや願いから，思いや願いの「自覚化」
やさらに「関連化」である。一般化すると「解決
すべき課題」となるが，円滑な接続カリキュラム
では，例えば，幼児教育において「大きくしたい

（直観的）」から小学校教育において「大きくする
んだ（自覚化）」，「大きくするためにはどうする
のが良いのだろう（関連化）」となる。子どもの
活動の中から自然にこのような流れになればよい
のだが，時には体験活動に仕掛けや布石を打って
おくことも大切であろうと考える。
　具体的には，先に記したような，しゃぼん玉が
できにくい水を加えたしゃぼん液も用意する。お
そらく子どもたちは，市販のままのしゃぼん液に
群がるだろう。理由は簡単にしゃぼん玉ができる
からである。しかし，その中で水を加えたしゃぼ
ん液にも挑戦する子どもの現れることが予想され
る。そんな際に，後者の子どもに声かけすること
で，大きなしゃぼん玉や壊れにくいしゃぼん玉に
目が向くことが期待できる。また，これは，しゃ
ぼん液の違いや，しゃぼん液の改良といった気付
きへの布石となると考える。その他には，違う道
具を用意しておくことで，道具の違いにも着目さ
せたり，しゃぼん玉の色や形に着目するような仕
掛けを用意したりすることも，有効であろうと考
える。

（3�）もった思いや願いを実現するための十分な
「しゃぼん玉遊び」活動の確保

　さて，思いや願いをもったところで，機械的に
課題解決が行われたら，円滑な接続とはいかな
い。課題解決に必要そうな仕掛けや布石を補助的
に提示することは必要であろうが，気付いたり学
びを得たりするのは，あくまでも主体的に自己を
発揮した中であるべきであろう。つまりは，十分
な活動時間を確保する必要がある。
　具体的には，「各々が自由にしゃぼん玉遊びに
没頭する場」「自分の思いや願いに沿った成果を
あげた友達を観察する場」「改良する場」そして，
その過程の繰り返しが考えられる。自分の活動に
少し息を抜き，周りを眺めた際に友達が大きな

しゃぼん玉をつくっている姿を見て「あれ，す
げぇ。あれをやってみよう」となったり，「どう
やってやったのかな」となったりする子どもの姿
は安易に想像がつく。その場合，そうなるための
活動時間を確保しておくことが大切であると考え
る。

4 �　比べたり，試したり，工夫したりする「しゃ
ぼん玉遊び」

　思いや願いを実現するためには，実現のための
手助けはする必要がある。先にも述べたような，
課題解決に必要そうな仕掛けや布石を補助的に提
示することである。「ここで大切にしたいのが，

『見付ける』『比べる』『たとえる』『試す』『見通
す』『工夫する』等の学習活動である」48）と記し
てあるように，生活科の学びとしては，大変重要
な部分であるが，円滑な接続カリキュラムとして
は，ここを前面に押し出してしまうことは，意図
するところにはない。つまり，これらの部分は，

「小学校教育の目標や内容」に当たる部分であり，
円滑な接続カリキュラムとしては，小学校教育サ
イドにコネクトするものであると考える。よっ
て，子ども主体となり思いや願いを実現する過程
において，課題解決のための新しい方法や道具と
して提示するのが妥当であると考える。
　具体的には，各々が課題解決のための思考に停
滞した時に，「わぁ，○○ちゃん，すっごく大き
なしゃぼん玉できているね」のように他の子に目
を向ける声かけや，「この道具って，ちょうしど
うかな」と思考を刺激する声かけを行う等が考え
られる。

5 　学びを定着させるための振り返り活動
　最後に，単元終わりに小学校の学習として定着
させる必要がある。ここまで来た子どもたちは，
主体的になり必然的に，さらに自然に学びを蓄積
していることが予想させる。ここでは，円滑な接
続カリキュラムの終末として，小学校教育の色濃
い部分へと移行させることとなる。Ⅳ－ 2 を思い
や願いの「自覚化」と言うなれば，本節は学びの

「自覚化」であると言える。「しゃぼん玉遊び」を
とおして，何を活動して，何を学んだかを表出し
ておく必要がある。そこで，振り返る活動が当て
はまる。但し，ここで注意したいのが，作文にし
たり，絵日記に書いたりといった書く活動は，振
り返りの 1 つの方法であるということである。振
り返りやまとめというと，書く活動ばかりが注目
されがちであるが，話す活動や見せる活動等も幼
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児教育からの円滑な接続カリキュラムとしては，
十分有効であると考える。むしろ，各教科等の教
育へ意味合いとしては，書く活動よりも有効であ
るとも考えられる。
　具体的には，色々なしゃぼん玉を発表しあう

「しゃぼん玉フェスティバル」やしゃぼん玉を競
い合う「大きなしゃぼん玉うんどう会」などが考
えられる。つまりは，これまで「しゃぼん玉遊
び」で学んできたことを各々が十分発揮できるよ
うな場面を設定するのが良いと考える。

Ⅳ　おわりに
　本稿では，昨年度の研究で明らかにしたことを
元に考察を深めた。領域「環境」において育む資
質・能力としての，「好奇心」「探究心」「思考力」
等は，「感動」や「驚き」といった感性と繋がっ
ている。さらにその為には，環境の構成が不可欠
であり，その環境に子どもたちが浸り込んで活動
することが感性の育成に繋がった結果が前提にあ
る。それらを元にし，小学校教育の「生活科」で
の資質・能力を踏まえた円滑な接続カリキュラム
について論考し，提案することができた。さら
に，本稿で分析することはできなかったが，執筆
中に参観した実際の「しゃぼん玉遊び」実践（福
岡教育大学附属福岡小学校での教育実習による学
生の授業）においても，生き生きとした子どもの
遊ぶ姿，学ぶ姿が見られ，本提案の後押しとなっ
ていることをここに紹介したい。
　今後この研究を充実させるために，本提案を元
にした授業実践を行い実証的研究に取り組んで
いきたい。小学校が，幼児教育での学びを理解
し，生かすことができたときに，本当の意味で保
幼小の接続がなされ，子どもを中心とした円滑な
接続となると考える。さらに，本稿では「しゃぼ
ん玉遊び」を一つの例として挙げたが，実際のカ
リキュラムは，一つの単元で完成するものではな
い。今後，様々な単元において，研究を進め，本
当の意味での「円滑な接続カリキュラム」を作成
したいと考える。
　全国的に保幼小の接続はスタートしたばかりで
ある。但し，これまで先進校や先進地域が蓄積し
てきたものは確実にある。それらの経験を生か
し，更に充実させていくことが今後の使命である
と考える。今後，更に充実し，実施されていくこ
とが予想される保幼小の接続に寄与する為に，引
き続き考察を深めて行きたいと考える。

【引用文献】
  1）�文部科学省「小学校学習指導要領解説生活

科」日本文教出版　平成 20 年　p.8 等
  2）�鈴木有紀『教えない授業　美術館発，「正解

のない問い」に挑む力の育て方』英治出版　
2019　p.36

  3）�山本崇雄『「教えない授業」の始め方』アル
ク　2019　p.4

  4）�ポール・タフ『私たちは子どもに何ができる
のか　非認知能力を育み，格差に挑む』英治
出版　2017　p.135　訳：高山真由美

  5）�中山芳一『学力テストでは，測れない　非認
知能力が子どもを伸ばす』東京書籍　2018　
p.105

  6）上掲書 4）p.27
  7）�文部科学省 「幼児期の教育と小学校教育の接

続について」2010　p.21
  8）�田中正浩 「小学校低学年教員の専門性に関す

る一考察―『幼少連携』及び『小 1 プロブレ
ム』を視野に入れて」駒沢女子短期大学研究
紀要第 46 号　2013　p.17

  9）�文部科学省国立教育政策研究所『スタートカ
リキュラムスタートブック』教育課程研究セ
ンター　平成 27 年　p.4

10）上掲書 5）p.98
11）上掲書 5）p.97
12）�今井むつみ『学びとは何か－〈探究人〉にな

るために』岩波書店　2016　p.208
13）前掲書 12）p.208
14）上掲書 5）p.98
15）上掲書 9）p.4
16）�田口重徳「国立教育政策研究所幼児教育研究

センターの設置及び業務について」国立教育
政策研究所資料　平成 28 年　p.22

17）�上掲書 9）p.2
18）�菅沼敬介「領域『環境』で幼児期に育む資

質・能力に関する研究～小学校教育との円滑
な接続を視野に入れて～」福岡教育大学紀要
第 69 号　2020 年

19）�文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベ
ル館　平成 30 年　p.50 等

20）�須本良夫　編『生活科で子どもは何を学ぶか
キーワードはカリキュラム・マネジメント』
東洋館出版　2018　p.42

21）�藤井千恵子「幼稚園教育との関連を考える」
『せいかつか』日本生活科教育学会第 2 号　
1995　p.44

22）前掲書 21）p.45



64 菅　沼　敬　介

23）上掲書 21）p.46
24）�中央教育審議会教育課程部会幼児教育部会資

料 7　平成 28 年 3 月 30 日　p.2
25）上掲書 19）p.7
26）�文部科学省「小学校学習指導要領（平成 29

年告示）解説生活編」東洋館出版　平成 30
年　p.6

27）�西山薫「幼保小の連携の方向性と今日的課題
―連携の諸相と問題点を中心に―」清泉女学
院短期大学紀要　2002

28）�有嶋誠「幼稚園の『遊び』から小学校の『学
び』への円滑な接続に関する一考察～小 1 プ
ロブレムに関する保育者側の認識と保育現場
の対策～」宮崎学園短期大学紀要　2018　
p.13

29）前掲書 28）p.14
30）�寺尾愼一　中野真志『わくわくせいかつ上』

啓林館
31）�養老孟司　藤井千恵子『せいかつみんななか

よし上』教育出版
32）�嶋野道弘『せいかつ上まいにちあたらしい』

光村図書
33）�片上宗二　山口零司『みんなとまなぶしょう

がっこうせいかつ上』学校図書
34）�野田敦敬『たのしいせいかつ上なかよし』大

日本図書
35）�田村学　奈須正裕　吉田豊香『どきどきわく

わくあたらしいせいかつ上』東京書籍
36）�村川雅弘『わたしとせいかつ上みんななかよ

し』日本文教出版
37）�相良敦子『モンテッソーリ教育（理論と実

践）1 モンテッソーリ教育の理論概要』学習
研究社　1978 年　p.92

38）�天羽武「生活科における諸感覚の活用能力を
育成する実践的研究～幼児教育における諸感
覚の活用事例をもとにして～」『生活科・総
合的学習研究第 4 号』愛知教育大学生活科教
育講座　2006　p.60

39）上掲書 19）p.197
40）上掲書 19）p.202
41）�キャッシー・ハーシュ＝パセック　ロバー

タ・ミシュニック・ゴリンコフ　ダイアン・
アイヤー『子どもの「遊び」は魔法の授業』
2006

42）上掲書 12）p.212
43）上掲書 20）p.42
44）上掲書 20）p.42
45）上掲書 20）p.76
46）上掲書 26）p.41
47）上掲書 26）p.56
48）上掲書 26）p.42

【注】
＊�1 　例えば，平成 28 年度日本生活科・総合的

学習教育学会第 25 回全国大会宮城大会の課題
研究発表にて寳來生志子氏が指摘。

＊�2 　例えば，奈須正裕『教科の本質から迫るコ
ンピテンシー・ベイスの授業づくり』図書文
化（2015）や梶浦真『アクティブ・ラーニング
の基礎知識－活童的な授業づくりへのアプロー
チ－』教育報道出版社（2015）等に記されてい
る。


